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ふとん

ヤマガラがつくるコケの布団
まだ山に雪が残る早春、｀緊賃索で耳をすませていると小鳥たちのさえずり

こい きせつ

が聞こえてきます。山の小鳥たちの恋の季節のはじまりです。うまくカップル
わす

になると、さっそく 2羽は巣づくりをはじめます。
ぞうきばやし すばこ

4 月、雑木林でヤマガラが巣箱にコケ植物をせっせと運び入れるのを見た
もくせい すばこ そこ あな

ことがあります。コナラの木にかけられた木製の巣箱は、底に穴が開いて

いるようで、せっかく運んだコケはパラパラとこぼれ落ちていました。また、
すばこ

古くなって木から落ちた巣箱を見つけ、中をのぞくと、たくさんのコケがふか
し しぶとん

ふかに敷きつめられ、まるで敷き布団のようでした。おそらくヤマガラが使っ
たまごう さんざ

ていたものでしょう。ヤマガラは、 卵を産みヒナを育てる場所（産座といい

ます）にコケを使うことがわかりました。
りょう うらめん

ヤマガラが使っていたコケを調べると、 量が多かったのは裏面の図の4
菖るい とやまぞうきばやし

類でした。どれも富山の雑木林でふつうに見られるものでした。これら

のコケは横にはって生長し，かたまって生えているので、緑の小さなじゅうた

んのように見えます。ヤマガラはそれをクチバシですくい取って運ぶようです。
す ざいりょう

ところで、巣の材料にコケが使われるのにはいくつか理由がありそうです。
す

まず、コケはヤマガラが巣づくりする林に生えているので取ってきやすく、ク

チバシで運びやすい軽さです。

しかし，林には軽くて運びやすそうな木の葉っぱもたくさんありますね。何

がちがうのでしょうか。

ヤマガラ
木箱の古い巣



あおあお たいへん

葉っぱは青々として気持ちよさそうに見えますが、くさると大変です。
たまご はへん

カビが生え、 卵やヒナは病気になるでしょう。一方、コケはちぎられて破片
はへん

になっても、葉っばのようにはくさりません。コケは破片になってもしばらく
ぶっしつ

生きつづけます。さらにカビから身を守る物質を持っているので、くさりに

くいのです。
かんそう か

また、葉っばが乾燥して枯れると、パリパリになり、少しの力でバラバラ
かんそう

にこわれてしまいます。ヤマガラが使っていたコケは、乾燥してもこわれる

ことなく、ふかふかになります。コケには根らしい根がなく、水を体の表面か
きゅうしゅう ぬ かわ

ら吸 収します。そのため、表面から水が抜けやすく、乾きやすくもあり
かわ しぜん かんそう

ます。しめったり乾いたりのくり返しが、自然の中でもよくあるので、乾燥
じょうぶ

しても丈夫な体のつくりになっています。
とくちょう す

コケがもつ特 長は、烏が巣に使うのに、実にうまくあっているようです。

｀賃省にコケを使う鳥は、ほかにメジロ、オオルリ、ミソサザイなどが

います。烏の贔は音籟＼によって大きさや形がちがい、使われる賃り紅うもさま
す す ざいりょう

ざまです。巣づくりや古い巣を見つけたら、何を材料にしているのかもそっ

と見てみてください。きっと、おもしろいことが見つかるにちがいありません。

（坂井奈緒子）

ヤマガラが産座に使っていたコケ
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